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ム製の気圧センサは 20cmの高度による気圧差＝ 0.024hPa の精度での検出が可能なほどの低ノイズを実
現しています。単に外気圧を測定するのみならず、室内の環境調整、装置・チャンバ内の状態監視、自
然環境のモニタリングにも応用が可能です。
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磁気センサは地球の磁力を検出するセンサで別名「電子コンパス」とも呼ばれています。この地磁気
を検出することでそのデバイスの絶対的な方角を知ることができます。ロームの磁気センサは特殊なア
モルファスワイヤによる磁気インピーダンス効果を応用した次世代磁気センサで、低消費電力かつ高精
度検出（0.3 度以下）を実現しています。GPS が届かないインドアナビゲーションでの応用が期待され
ているデバイスです。
これらのさまざまなセンサデバイスは複合して使用することできます。例えば加速度センサ 3軸、磁
気センサ 3軸を組み合わせた 6軸センサ製品も提供しています。これらのセンサ製品群を基盤に並べる
ことで、短時間での電子工作、幅広い機器のプロトタイプ開発が可能となります。ロームでは「センサ
メダル」という評価キットも提供しています。もし研究上やプライベート工作でご興味があれば、ぜひ
ロームのウェブサイトで確認してみてください。
ロームは以上のような製品群を、長年培った LSI 製品の生産技術を応用してウェハプロセスから最終
検査にいたるまで一貫生産しています。そしてセンサという技術者のアイデアを強く反映できる製品を
高品質かつ大量に市場へ提供し、情報化社会の急速な変化拡大へ貢献をしています。
5．終わりに
京都大学を中心に学生のみなさんとお話をさせていただく機会を多くいただいています。その中で「就
職する上でいまの研究は役に立つだろうか？」という質問、または心配が最も多く聞かれます。私の学
生時代にも同様にあった永遠のテーマかもしれません。答えは迷わず「Yes」です。研究分野がそのま
ま業務になるにしろならないにしろ、課題解決・問題解決をどう進めていくかのプロセスを模索・実行
して鍛える経験こそが大切だと強く感じます。必要な知識は卒業後でも十分とりこむことができます。
学生時代は、今後得る知識を応用してビジネスに転換するためのプラットフォームを作る期間という見
方もしてみてくだい。
社会変化の要請にこたえるため、センサ製品に限らずさまざまな製品が世に生まれてきています。そ
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れらをくっつけ、使いこなし、世に広めることでのビジネスチャンスが乗数的に増えている時代ともい
えます。それを今後の卒業生のみなさんと一緒に実現できることを楽しみにしています。
